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令
和
７
年
５
月
２２
日

（木
）
麻
生
区
役
所

４
階
第

一
会
議
室
で
、
令
和
７
年
度
柿
生
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
麻
生
区
長

。
東
哲
也
様
、
麻

生
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

・
山
本
浩
真

様
（
麻
生
区
町
会
連
合
会
会
長

・
笠
原
勝
浩

様
、
麻
生
東
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長
・

佐
野
幸
子
様
、
麻
生
区
社
会
福
祉
協
議
会
事

務
局
長

。
大
和
田
美
和
子
様
、
柿
生
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
顧
間

。
久
保
倉
清
様
に
ご
臨

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

冒
頭
、
司
会
の
大
沼
洋
子
理
事
か
ら
定
足

数
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
３０８
名
の
う
ち

当
日
出
席
７７
名
、
委
任
状
提
出
は
１５０
名
。
会

則
に
規
定
す
る
過
半
数
の
出
席
を
満
た
し
、

総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。　
　
　
´

総
会
に
先
立

っ
て
梅
澤
馨
会
長
は

「現
在
、

社
会
構
造
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
大

家
族
か
ら
核
家
族
、　
一
戸
建
て
住
ま
い
か
ら

団
地
や
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
む
人

が
増
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
少
子
化
、
高
齢
化

が
進
み
、
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
対
策
を
実
行
す

る
こ
と
が
急
務
と
な

っ
て
い
ま
す
。
社
協
は

多
く
の
団
体
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後

は
町
会
、
自
治
会
、
諸
団
体
と
の
連
携
を
強

化
し
、
地
域
の
発
展
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

議
長
に
安
宅
博
監
事
を
選
出
し
、
令
和
６

年
度

（
２
０
２
４
年
度
）
の
事
業
報
告
、
同

決
算
報
告
、
同
監
査
報
告
と
、
令
和
７
年
度

（
２
０
２
５
年
度
）
事
業
計
画
案
、
同
予
算

案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
の
内
容
、
活

動
費
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑

応
答
が
な
さ
れ
た
後
、
議
案
は
い
ず
れ
も
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
会
議
で
は
、
柿
生
地
区
社
協
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト
の
報
告
書
が
ま
と
ま

っ
た
こ
と
を

受
け
、
杉
本
秀
治
理
事
か
ら
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
２
０
２
４
年
に
区
内
３
地
区
で
行

っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
踏
ま
え
て
、
広
報
活

動
の
充
実
、
若
い
世
代
を
含
む
人
材
確
保
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
課
題
が
可
視
化
さ
れ
、
出

席
者
の
関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
柿
生
地
区
社
協
の
活
動
に
長
年
尽

力
さ
れ
た
方
々
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
熊
谷
幸

代
様

（柿
生
第
１
地
区
民
児
協
）
、
丸
山
聡

様

（柿
生
第
２
地
区
民
児
協
）
、
川
向
満
知

子
様

（地
域
子
育
て
委
員
会
）
に
梅
澤
会
長

か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

役員の皆様

摯 みんなですす?3mm裂骰 募集していますみんなのふ
麻生区社会福祖:協議会では、壁雫愴筆よりすモ助会員を募集しています.麻生区社会‖てヽ■J八_↑ Lム↑請1■ :力な画我云 Ctよ、 重 言看 量 :J:よ りItJ/J=(員 τ孝声i朱 し いヽま り. l‖ttL L生 fI'ミ
ネHネJ:協議会では、福れLに関心のある地域の皆様の力を結集し、地域の福祉課題を解決
するために賛助会員市1度をとっています「地域の情様には賛助会員としてごち|1人いた

麻生区社会福祉協議会の事業は
賛助会費を活用しています。
賛助会員を募集しています。
詳しくはホームベージヘ

`福

)!II崎市麻生区社会福祉協議会

だき、会費の納入を通じ、ネ|:会れIね 111「業にご協力を御願いします

賛助会員募集 1日 1,000円 (何口でもご加入いただけます)
曖付方法l町会。自治会、麻生区社会福祉協議会事務局 万福寺 1‐ 2‐2新百合21ビル lF

044‐952‐5500 *町会等に所属していない場合は、社協窓口まで

賛助会費の使い道(柿生地区社会福祉協議会の活動)
■高齢者のためのミニディ、配食サービス・おしゃべり会などの在宅福祉活動実施への支援         ‐‐一一―_____三 .____― 一‐―‐・
・ ボランティアグループや母親クラフ、子ども会等への支援 ■支えあい活動の支援 ■福祉講座 輌F修会の実施 ・ いこいの家運営への支援
■5つの委員会への支援 (福祉啓発、地域子育て、青少年福祉、障がい児者福祉、高齢者福祉) 他に、麻生区社会福祉協議会の事業に使われています。

http://www.kawasakishakyojp/asao/ h, 4 hffi A を検索してください。
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(2)第 85号 かきおの社協 令和 7年 7月 1日

主催 :社会福祉協議会 青少年福祉委員会

インター承ントとι〕う麟術別Lんは目
=こ=ま
見えなι轡社会

情報化社会ができあがった 講師 丼上光太郎氏 (「 コンサルティング会社 シニアコンサルタント)

利便性を追求したネット機能はこんな

現象も引き起こす。

エコーチ胤ンバー

自分が検索した1青報やフォローした

意見と、同種の情報や意見ばかリネッ

トが紹介してくるので自分の意見は世

界を代弁しているものと錯覚する現象。

フィ路ターパブ
.ル

自分の興味ある物についての情報し

か届かなくなるため、多様な情報から

隔離されてしまう現象。

プライベートな発信のつもりでも、実は世界中の人につながつて
いる、ネットに上がつた内容は取り消せない。

インターネットは、国境が無く世界中が繋がつている、犯罪も多く、
法律も様々なので、管理や取り締まりが追いつかない。
インターネットは、大勢の人の目があり、中には悪意のある人も

多く潜んでいる場所に外出している時と同じ気遣いが必須であるこ
とを理解する必要がある。

2月 3日午後 1時 30分から、福祉パルあさお (大研修室)で、研
修会が開催された。

コンピュニターの進化  コンピユーターは紙で行つていた計算を
効率化させるための大型計算機だ。モニターとマウスで操作す
るパーソナルコンピューターが生まれ、情報化社会が生まれた。
計算だけでなく、文書や画像も扱えるようになつていつた。

情報種信の進化 脳の中でIま索引によつて検索する訳でなく、情
報がリンクしで連想する形で繋がつていく。情報をリンクさせ
る方法や、離れた場所で同じデータを見ながら共同作業をする。
電子メールなどの研究が進む。

この 2つの流れが合わさつて、インターネットが生まれた。爆発
的に利用者が増え、サービスを作る人が増えた。
音楽、動画も扱えるようになり、クレジットカードが利用できる
ようになると、実社会の様々な仕組みは、インターネット上にも構
築されていき、日に見えない社会・情報化社会が出来上がつた。
生まれた時代からインターネットがある世代の若者は、電話と同
じように日常生活ツールとして使つているが、インターネットの性
質を理解していないことも多い。

↑巫儒回お酒ml動濡lt訃申言青について
柿生地区を活動拠点とし、主として地域福祉活動を行うボランティアグループ 。当事者団体・

一―一―― -1母親クラブ等の活動を支援するため、その活動費の一部を助成し (上限 5万円)、 小地域福祉活動の充実を図る。
1青少年福祉団体、母親クラブ、障がい児者関係団体、小地域福祉活動団体、高齢者給食活動団体
助成を受けようとする団体の代表者は、申請書に必要事項を記入し会員名簿を添えて会長に提出する。また、未入会の団体は
会員入会届 (様式 1号)に必要事項を記入し事務所に提出し承認を得てください。助成を受けるには入会承認後となります。

令和 7年 7月 1日 (火)～ 7月 22日 (実)
柿生地区社会福祉協議会 (り‖崎市麻生区社会福祉協議会内 )
川崎市麻生区万福寺 1‐ 2‐2新百合 21ビル 1階 電話 044-952‐5500 FAX 044-952-1424

― ―   ■正モ‐ま'「 lJFl■ =■ ■
■|         ― ――――

‐             |お 視tl● 二ま民生委員li三委■●ド屋 ,「■ ‐■■‐

昭和12年 (1937年 )1月 18～ 12月 31日 にお生ま      ■    ■ ■   ■||
れの方                       _   郵送 または FAXにてお申しノ込みくたさいc
■99歳以 上 の 方
昭和元年(1926年 )12月 31日以前にお生まれの方
1在宅で生活されている方が対象となります。

こ本人もしくはこ家族からの申し込み ■FAX ◎44(参 52〕 電罐鬱礁
を受けて 贈呈することになります。  ■問合せ先 缶生区社会福祉協議⇒ 電話 警4聾 《酪饉量蕩墨辱躊渉

その際は、 1住所 2電話番号 3氏名 4生年月日 を
こ記入のうえ下記の申し込み先にお申し込みください。

鶯郵送 柿生地区社会福祉協議会 (麻生区社会福祉協議会内)宛
〒215-0004麻生区万福寺1-2-2新百合21ビル1階 郵送やFA×が難しい

場合は、左記の問合せ

先にこ連絡ください。

こ
の
広
報
誌
は
柿
生
地
区
社
協
管
内
の

「王

禅
寺
　
王
禅
寺
西
・
王
禅
寺
東

・
白
山
　
虹
ヶ

丘
　
上
麻
生
　
下
麻
生

・
早
野

・
岡
上
　
万

福
寺

古
沢

五
カ
田
・
片
平

白
鳥
・
栗
平

栗
木

栗
木
台
・
黒
川
・
南
黒
川
・
は
る
ひ
野
」

に
お
住
ま
い
の
皆
様
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
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「
良
く
知

っ
て
い
る
」
、
「
少
し
は

知

っ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
方
は
約

・

２０
％
。
こ
れ
は
昨
年
の
夏
に
３
つ
の
町

．

内
会

。
自
治
会
か
ら

「地
域
の
困
り
ご

と
、
課
題
調
査
」
と
題
し
て
行
わ
れ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
内
容
の
ひ
と
つ
で
、

「柿
生
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
を
知

っ

て
い
ま
す
か
？
」
の
質
問
に
対
す
る
結

果
で
す
。
８０
％
の
方
は
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ

い
て
は
、
何
ら
か
の
関
心
を
持

っ
て
い

る
方
が
約
６４
％
と
高
い
値
で
し
た
。

「今
後
の
生
活
に
不
安
を
感
じ
る
こ

と
は
？
」
の
問
い
に
、
約
４０
％
の
方
が

健
康
に
つ
い
て
不
安
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。
さ
ら
に

「
今
後

の
町
内
会

・
自
治

会
、
柿
生
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
に
望

む
こ
と
？
」
の
問
い
に
、
防
災
関
連
の

取
り
組
み
と
答
え
る
方
が
多
く
、
次
に

健
康

・
福
祉
の
取
り
組
み
で
し
た
。

柿
生
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
活

動
は
、
地
域
住
民
に
よ
る
福
祉
活
動
に

他
な
ら
な
い
の
で
、
今
後
に
向
け
て
参

加
し
や
す

い
活
動
の
開
発
と
同
時
に

Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行

っ
て
行
く
必
要

性
を
感
じ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
一

折
し
も

『
長
寿
日
本

一
の
麻
生
区
」

と
な
っ
た
今
、
柿
生
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
の
活
動
が
皆
さ
ん
の
健
康
増
進

と
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
れ

．

ば
幸
い
で
す
。
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